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活動内容 

目的 

子ども食堂開設 10 年目、子どもたちによる総菜・おにぎりの万引きが多いエリ
アで、せめてお腹を満たせればと始めた活動、しかし高校に通えない、家庭に
は無気力感とあきらめが蔓延しています。 
保護者に欠如しているのは子育て・家事の技術、子どもの家では清掃・料理を
ボランティアが担っていますが、利用者増加でカバーしきれない日もありま
す。そこで、これらの労働を有償ボランティアで担ってもらい、対話の機会を
増やすことを考えています。働いて報酬を得るという経験を補い、子育て・家
事のスキルを上げ、ひいて子どもたちの安心で平穏な家庭生活を実現したいと
切望しています。 

内容 

2025 年 4 月 1 日（火）～2026 年 3 月 31（火）までの火・木・金  
※盆と年末年始とゴールデンウィークは閉館 

開館時間 夏季 15：30～18：30 
     冬季 15：30～18：00 
子ども食堂・学習支援 開館日に合わせて 母親たちに有償ボランティアにて
子育て・家事スキル向上と報酬による自己有用感 UP を目指し安心できる平穏
な家庭づくりを実現する。 

当初の
計画か
らの変
更点 

補助経費の内、本来家主負担の台所床の修繕経費を対象外にする変更申請の相談
をきっかけに、年度の経費と申請内容を比較検討し、３月末になって橋本財団様
に経費支出変更でご迷惑をおかけした。 
対象事業の内容については、特記する内容変更はない。 

成果 

対象利用者に関して、開館日の大半の日の利用があり、スタッフによる読み聞
かせ、数の勉強、利用者である幼児との遊び、食事の食べ方などを子の保護者
とスタッフが一緒に経験を重ねることができた。また、その子の姉は、学習支
援スタッフの教え方が本児にあっていたのか、子どもの家の終了時間を過ぎて
も数学に親しみ、学習意欲の維持向上が図られた。 
その一方、保護者については、初夏に、他の家族と一緒に屋外体験（レオマワ
ールド）を共にする機会を設け、親子の触れ合いと同行他者がいる中での親と
しての振る舞いについて、気づくきっかけを提供し、日々の生活では、子ども
の家で親子が一緒に過ごしながら子育てスキルの向上の機会を設けたものの、
目的未達成のまま年度を終えることになった。 
当初の目的が達成できない点もあったが、子どもの家は、開館を続け、リピー
タだけでなく、初めての子や久しぶりに訪れる子など、利用者を拒まず受け入
れて活動を継続できた。 
フードドライブでの食材は、必要とする家庭に提供することもでき、喜ばれて
いる。 
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今後の課題と対
応策 

学習支援スタッフや若者スタッフ、保護者のスタッフの参加があり、居場所としての機能
は確保できた１年だった。親子を連れての屋外体験も実施し、スタッフは粘り強くアプロ
ーチしてきたが、対象とした保護者の意識改革は難しく、当初の目的は達成できていな
い。他面、他の家庭の利用を阻害している面もあることがわかり、子どもの家の利用者
が、子どもの家を必要としている家庭であるとの認識の下に、活動を続けたい。 
事業の記録写真がとれていない。計画していたニュースレターの発行が遅れている。家賃
の負担が重い。などの課題があります。事務機能面の強化を進めて対応したい。 
地域には、まだ子どもの家の存在を知らない家庭があり、子どもの家の設置目的が果たせ
るよう関係団体との連携を進めていきたい。 

写真の提出 

 
 

 
 
子どもの家の日常の食卓 
 
 

 


